
 

（第２号様式）   
令和５年４月７日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立保土ケ谷高等学校長  

令和４年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 23日実施） 

総合評価（３月 31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①生徒の確かな学
力の定着と学習意
欲の向上につなが
る組織的な授業改
善に取り組む。 
②国際理解教育を
推進し、多様な価
値観を受容する力
を育む。 
③生徒会活動・学
校行事等の活性化
に取り組み、自己
有用感やリーダー
シップを育む。 

①新学習指導要領移行
に伴い円滑な運営をは
かり、指導と評価の見
直しに取り組む。 
・「主体的・対話的で
深い学び」を図る授業
改善を組織的に行う。 
②様々な機会を通して
自己理解を深め、他者
との協働的な学びを充
実させる。 
③学校行事・委員会活
動・生徒会活動を活性
化するとともに、生徒
主体の活動を増やす。 

①新学習指導要領における新しい
指導と評価の方法に基づき、指導
と評価の計画を単元ごとに作成
し、年間通してすべての単元を完
成させる。 
・「主体的・対話的で深い学び」
を実践のための授業研究を進め
る。 
・年に２回授業研究期間及び研究
協議を開催し、授業改善を進め
る。 
②「総合的な探究の時間」や留学
生との交流会等を適切に開催し、
生徒の心の変容を促す。 
③生徒会執行部と各員会の委員長
との合同会議を開催し、行事・委
員会の活性化を促す。 

①新学習指導要領における
新しい指導と評価の方法に
基づき、指導と評価の計画
に基づく授業を進めること
ができたか。 

・「主体的・対話的で深い学
び」の授業実践を通して、生
徒による授業評価等から授業
改善がみられたか。 
・生徒による授業評価等で
「確かな学力」及び「学習意
欲の向上」の評価が上昇した
か。 
②生徒の振り返りシート等の
記載に心の変容が見られた
か。 
③会議の開催状況とそれに伴
う活動実績（生徒の満足度
等）があったか。 

①新学習指導要領にお
ける新しい指導と評価
の方法に基づく指導と
評価の計画を単元ごと
に作成し、完成するこ
とができた。 
・授業研修会を２回実
施し、結果を各教科に
フィールドバッグを行
うことで授業改善を行
うことができた。 
・生徒による授業評価
における「学習意欲の
向上」の評価は「よ
い」とする回答が 2ポ
イント上昇して 85％で
となった。 
②生徒の振り返りシー
ト等に多様性における
心の変容が見られたと
する回答が 93％であっ
た。 
③今年度は合同会議を
開催できなかった。 

①インクルーシブ教育に
関連した学校設定科目の
設定や評価方法などにつ
いての検討を進める。 
・今年度１学年生徒に授
業端末を活用する取組が
行われたことも踏まえ引
き続き授業改善に取組ん
でいく。 
・引き続き生徒にとって
取組みやすい授業づくり
を教科で組織的に行うよ
うに企画し、授業改善を
進めていく。 
②「総合的な探究の時
間」の授業を企画運営
し、生徒にとって取組み
やすい学びを提供してい
く。 
③行事の活性化、生徒主
体の活動を増やすために
合同会議を開催する。生
徒会執行部を中心に目標
設定を行う。 

①「単元と指導の計画」
は作って終わりではない
ので、マネジメントしや
すい形にすべきである。 
②ポイントの改善は評価
できる。引き続き取り組
んでほしい。 
 

①新学習指導要
領の実施に向け
た取り組みは今
年度分について
は完成させるこ
とができた。イ
ンクルーシブ教
育との関連にお
いて、新たな視
点で取り組みが
必要である。 
②総合的な探究
の時間から生徒
の変容はみられ
たが、内容とし
ては十分とは言
えない。 
③生徒主体の取
り組みを進める
ことはできた
が、運営につい
いては改善の余
地が残った。 

①インクルーシブ
教育の視点から、
カリキュラムの見
直しを行う。 
・授業改善に向け
た取り組みとして
他校の実践例を収
集し、本校の実情
にあった評価方法
の検討を行う。 
②総合的な探究の
時間についてイン
クルーシブ教育の
視点を踏まえて検
討する。 
③合同会議の開催
を含めて、生徒主
体の運営ができる
よう指導する。 

２ 

( 幼 児 ・ 児
童・) 
生徒指導・
支援 

①生徒とのコミュニ
ケーションの充実を
図り、きめ細かく粘
り強い生活指導・生
徒支援を組織的に行
う。 
②部活動の活性化に
取り組み、責任感や
自己肯定感を育む。 
 

①生徒一人ひとりが規
範意識を持ち、自立に
向けた意思決定と、正
しい行動様式を選択で
きるよう自己指導力を
高め、現在および将来
における自己実現を図
る。 
②入部率 40％以上を目
指す。また、入部後の
退部者を減らす。 
・生徒が活動に取り組
みやすい環境を整え
る。 

①日常的な生徒への声かけを徹底
するとともに、分かりやすく丁寧
に校則等の理解を図る。また、イ
ンクルーシブの観点から視覚的な
指示表示によるルール等の整備を
行う。また、支援についての研修
を行う。 
②部活動見学週間に各部の説明会
や体験会を開催する。部活動総点
検の結果を活かし活動環境を整え
ていく。 
・部・同好会設立に関する生徒会
会則の見直しをおこなう。 

①年間の生活指導件数が減少
したか。また、個別の指導が
適切に計画・実行され、その
後の生徒の行動変容につなが
ったか。職員に支援について
の具体的方策が身についた
か。 
②入部率が目標を達成できた
か。部活動総点検の結果を環
境整備に活かすことができた
か。 
・生徒会会則の見直しを行う
ことができたか。 
 

①きめ細かく生活指導
に組織的に取り組み、
問題行動の予防に努め
ることができた。延べ
人数は増加したもの
の、指導件数は 26 件に
減少した。必要に応じ
てＳＣや児童相談所な
どと連携して問題解決
に努めた。多くの生徒
は規範意識を向上させ
て学校生活を送ること
ができた。 
②入部率は約 35％と例
年と変わらない数値で
あった。 
・部・同好会設立に関
する生徒会会則の変更
は年度末に生徒総会
（評議会）に図って決
定する。 

①問題の事案に応じて警
察や外部の支援機関との
適切な連携を検討してい
く。また保護者・生徒の
変化に伴い、さらに丁寧
な対応のために、情報の
共有は今まで以上に必要
である。SCの活用も定着
してきた一方、時間数が
足りない状況が続いてい
る。 
②中学校との交流会を開
催する部活動が増えてい
るので解決のきっかけと
していく。 
・部活動が増えても生徒
会費が逼迫しているの
で、部活動費の減額を回
避するための方策を考え
る。  

①SC を活用できる時間が
足りないのであれば、要
求していくことが必要
だ。区役所の福祉部門と
の連携も検討してほし
い。 
②来年度の新入生は中学
校では、コロナ禍で部活
動の機会が十分でなかっ
た子たちである。高校で
は十分な環境を提供して
あげてほしい。入部率と
ともに定着率が改善され
るとよい。 

①指導件数は減
少したものの、
繰り返して指導
を受ける生徒の
問題など改善す
べきこともあ
る。SCは時間枠
が埋まる状況が
続いているが、
カウンセリング
の需要はさらに
高まっている。
SSWにつなぎた
い事案も一部教
員が肩代わりし
ている。 
②入部率と定着
率について改善
の余地がある。 

①生徒の実情に合
わせた指導マニュ
アルについて、現
存するルールを再
検証し、見直しを
行う。SCや SSW
との連絡相談体制
を構築する。外部
機関との連携につ
いても事案ごとに
検討する。 
②部活動見学週間
に各部の説明会や
体験会を開催す
る。各部の実情を
踏まえ活動しやす
い環境整備に努め
る。 

３ 
進路指導・
支援 

〇多様な進路希望の
生徒にきめ細かく対
応するため、３年間
の系統的な進路支援
体制を充実させる。 
 

①生徒の進路希望を実
現するために、進路行
事の充実を図り、進路
選択への意欲を向上さ
せ、また基礎学力の定
着と家庭での学習の習
慣化を図る。 

①総合的な探究の時間を通して、
生徒の進路選択への意欲を高め
る。 
・家庭学習の習慣化を達成するた
めに学習計画表を作成させ、学習
の計画と振り返りを実施させ計画
通りに学習等を進める習慣の定着

①総合的な探究の時間の学び
を通して、生徒の進路選択に
向けた意識を高め、進路に向
けた活動を促進することがで
きたか。 
・家庭学習の習慣化を目標と
した学習計画表を作成し、家

①総合的な探究の時間
は、学年ごとに計画的
に進行できた。各学年
とも工夫された内容
で、「生徒による授業
アンケート」の「学ぶ
ことに興味や関心を持

①毎年、総合的な探究の
時間は進路に関すること
に利用されている時間が
多いが、その中でも工夫
をして生徒が興味を持て
るように工夫を続けるこ
とが大事である。 

①引き続き取り組んでほ
しい。 
②キャリアパスポートに
ついては中学校ごとに違
いがあって、高等学校で
の扱いが難しいところが
あるかもしれないが、学

①さらに継続的
な取り組みが必
要である。卒業
していった生徒
個々の状況から
ウハウを効率よ
く蓄積し、シス

①総合的な探究の
時間について、進
路意識をさらに高
めるよう説明回答
の内容を充実させ
る。 
②キャリアパスポ



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 23日実施） 

総合評価（３月 31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

②キャリアパスポート
および進路活動記録を
作成させ、進路活動に
活用する。 
③進路に対する取り組
みを充実させるため、
生徒との面談体制を充
実させる。 
 

を図る。 
・基礎力診断テストを活用し、基
礎学力の定着を図る。 
②キャリアパスポートを活用し、
学期ごとに振り返りの時間を設
け、活動記録を作成させて、集計
して指導に活用する。 
③基礎力診断テストやキャリアパ
スポートの集計などを面接で提示
する。 

庭学習を計画通り行うことが
できたか。 
・基礎力判断テストの振り返
りの時間に結果を分析し指導
に生かすことができたか。 
②進路指導・進路活動におい
て活動の記録及びキャリアパ
スポートを十分活用できた
か。 
③基礎力診断テストやキャリ
アパスポートのデータの集計
を適切な形で提示できたか。 

ついことができた」に
肯定的な回答が 86.4％
であった。 
②キャリアパスポート
は学習計画表と関連付
けて利用することがで
きた。 
③各種データは、進路
から重要情報フォルダ
にアップする形で提供
され、主に担任の進路
指導に利用された。 

②キャリアパスポートの
活用については、十分に
は活用できてはいないの
で、工夫が必要である。 
③データの活用は生徒の
興味を引く工夫が必要で
ある。 

びの継続のために活用し
てほしい。 
 

ム化することが
課題となる 
②本校のキャリ
アパスポートは
活用されている
が、中学校から
引き継ぐところ
が十分ではな
い。 

ートの利用につい
て、個々の学習歴
の振り返りを通し
て、意識を高めら
れるよう活用す
る。 
③進路活動の充実
に向けて、資料の
整備とデータ提供
を行う。 

４ 
地域等との協
働 

〇地域に開かれた
学校、地域から信
頼される学校をめ
ざし、地域との連
携・交流を推進す
る。 

〇本校の学校教育活動
を活かした学校説明会
や体験的な活動を実施
し、効果的に地域と本
校の連携を図る。 
・地域に開かれた学校
として、地域との交
流・連携を推進する。 

〇新型コロナウイルス感染防止策
を徹底した上で、学校説明会等を
計画的に行う。 
ホームページや twitter 等のツー
ルを活用し、効率的に地域へ発信
する。 
・感染症対策を徹底し、交流行事
を開催する。 

〇学校説明会等の満足度が高
いアンケート結果となった
か。 
・交流行事を開催できたか。
また、生徒が積極的に活躍で
きたか。 

〇学校説明会等のアン
ケート結果より満足度
が高い結果となり、要
望があった追加のミニ
学校説明会も実施する
ことができた。 
・計画していた「お茶
とお花の会」などの交
流行事を開催し、生徒
が積極的に活躍でき
た。 
 

〇引き続き本校の教育活
動を様々なツールを用
い、適切に発信して本校
への理解を深める。 
・交流行事等を開催し、
生徒が積極的に活躍でき
る場を提供することで地
域との連携を深める。 

〇来年度は、コロナ前の
状況に戻ることが期待で
きる。高齢化する地域の
実態もあるため、地域社
会の担い手として中学校
や高校との連携を期待し
たい。 
 

〇アンケートか
らは満足度が高
いと判断でき
た。学校説明会
については、充
実に向けて継続
的な取り組みが
必要である。 
・行事は実施で
きたが、規模を
拡大できるかが
課題である。 

〇学校の広報活動
をさらに充実さ
せ、twitterや HP
のアクセス数や説
明会の参加者が増
加するように努め
る。 
・制限緩和を視野
に入れながら、交
流行事の充実に努
める。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①生徒が安全で安心
して生活できる教育
環境・教育体制の管
理に努める。 
②教員の働き方改革
を推進するために、
学校運営協議会と協
働した組織的な学校
運営や校務の効率化
を推進する。 
③事故・不祥事の防
止を徹底する。 

①生徒一人一人が、安全
で安心できる環境を整え
る。 
②効率化へ向けた業務改
善を組織的に取り組む意
識を高め、負担軽減につ
なげる。 
・校務を効率化できるよ
う、備品等の整備に努め
る。 
③職員の当事者意識や高
い倫理観を養うことはも
とより、日々職員間の同
僚性を高めることによ
り、組織的に事故・不祥
事の未然防止に取り組め
る体制の確立に努める。 
 

①多様化する生徒に対し、適した
教室の配置・校舎内の整備に努め
る。 
・ＤＩＧ（災害図上訓練）訓練を
実施できるよう、教員向けの研修
を行う。 

②効率化へ向けた業務改善を組織
的に取り組む意識を高め、個人や
グループで所有している具体的な
取組ポイントを共有する。 
・Chromebook、プロジェクタ、ス
クリーン等、多くの備品を円滑に
活用できるよう管理に努める。 
③定期的な不祥事防止会議や研修
会を持ち内容の充実を図る。また
同僚性を高めるために、グループ
リーダーや中核の教員が中心とな
り、積極的に声掛けを行い、一人
が孤立しない、職員間で相談でき
る風通しの良い職場作りを行う。 
 

①多様化する生徒に対し、
適した教室の配置・校舎内
の整備ができたか。 
・ＤＩＧ（災害図上訓練）
訓練を実施できるよう、教
員向けの研修ができたか。 
②業務の効率化を職員が自
覚でき、ストレスチェック
の結果に改善が見られた
か。 
・Chromebook、プロジェク
タ、スクリーン等、多くの
備品を円滑に活用できるよ
う管理できたか。 
③定期的な研修等を積み重
ねることで、不祥事防止に
つながったか。日々の職場
の雰囲気づくりの中で、相
談しやすい職場になり、同
僚性が高まったか。 

①多様化する生徒に対
し、学年を越えた教室
配置に協力してもらう
等、環境を整えること
ができた。 
・PCを活用した教員向
けのＤＩＧ（災害図上
訓練）研修の予定だっ
たが、実施できなかっ
た。 
・身体的配慮の必要な
生徒の状況を鑑み教室
のフロアを低階に変更
した。 
②企画会議や衛生委員
会で話題にし、ＧＬを
中心に業務改善に取り
組む意識付けを行っ
た。職場でのコミュニ
ケーションが増えたこ
とでストレスチェック
で総合健康リスクが昨
年 103→今年 95 に改善
された。 
・授業等において多く
の備品が使用され、適
切に管理がなされた。 
③定期的な不祥事防止
会議を開くことがで
き、事故不祥事の防止
につながった。ストレ
スチェックで職場の支
援に対する数値が８ポ
イント改善した。 

①次年度以降、インクル
ーシブに対応した配置も
考えていく必要がある。 
・教員向けＤＩＧ（災害
図上訓練）研修について
は、１時間の授業の中で
収まるように内容を検討
する必要がある。 
・今後配慮の必要な生徒
が複数出た場合にも対応
できるような体制を作
り、校舎内のバリアフリ
ー化を推進していく。 
②勤務時間外の超過勤務
職員に対して働きかけを
行い、また個人だけでな
くグループや学年などで
組織的に改善できる方法
を模索する。 
・ICT 関連の備品を管理
することができたが、イ
ンクルーシブに向け、そ
れらを各クラスに常設で
きないかの検討が必要で
ある。 
③不祥事防止会議を継続
して行う必要がある。職
場の雰囲気作りも継続的
に行うことが重要であ
る。 

①保土ケ谷高校らしいイ
ンクルーシブ教育を期待
したい。 
・防災について、地域と
の連携を進めてほしい。 
②超過勤務の実態から、
負担の軽減を踏まえて、
様々な取り組みを進めて
ほしい。 

①全体の賛同を
得ながら、フロ
アーの学年配置
について検討す
ることができ
た。インクルー
シブに向けた取
り組みとしてさ
らに検討が必要
である。 
・DIG が実施で
きるかが課題で
ある。 
②業務の効率化
は今後も課題で
ある。進行管理
と業務アシスタ
ントが有効に活
用できるかが課
題となる 
・ICT 機器の整
備については、
瀬谷西高校の遊
休物品の活用な
ども行ってきた
が、十分な授業
環境ではないこ
とが課題であ
る。指していき
たい。 
③不祥事は防止
できたが、超過
勤務多い傾向が
ある。 

①インクルーシブ
教育の視点を踏ま
えた環境整備を行
う。 
・防災意識の向上
を目指し DIG（災
害図上訓練）の実
施や地域との連携
について検討す
る。 
②進行管理を意識
し、業務アシスタ
ントの有効活用な
どを通して業務効
率の改善されるよ
う努める。 
・ICT 関連備品の
整備に努め、授業
環境を改善する。 
③不祥事防止会議
を定期的に開催す
る。同僚性が高ま
るよう、風通しの
良い職場づくりに
努め、超過勤務時
間数を改善させ
る。 

 


